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各地のＴＥＡＭを中心に
低炭素社会づくりをめざします

　この事例集は、広島県内で活動する「地球温暖化対策地域協議会」の活動の様子

をまとめたものです。

 「地球温暖化対策地域協議会」は、日常生活からの温室効果ガス排出量削減に向

けて、地域の各主体が連携・協働し、地域の実情にあった実効性のある温暖化対策

に取り組むパートナーシップ型の地域組織です。

　脱温暖化センターひろしまでは、通称「ＴＥＡＭ(チーム)」と呼んでいます。

　

　広島県内には、現在２５の地球温暖化地域協議会が設立されています。　

ＴＥＡＭの構成員は、地球温暖化防止活動推進員や公衆衛生推進協議会、行政、学

校、企業、各種団体（女性会、食推など）など、ＴＥＡＭによってさまざまです。
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脱温暖化センターひろしま
事業全体の進行管理・情報収集及び発信・

実践状況及び成果の集約・成果物集の作成に向けた調査など

各ＴＥＡＭは、いずれも地域の特性を活かしたユニークな活動を展開しています。

○農業体験
○木工教室
○植樹・里山づくり
○もみがら薫炭・竹炭利用

＜吸収源対策＞

○ごみ分別・３Ｒの学習会
○マイバッグ・箸・ボトルの推進
○ふろしき学習・利用促進
○生ごみの堆肥化運動
○廃食油の利用（石鹸づくり、
　ＢＤＦへの転用）

＜ごみ減量への取り組み＞
○環境家計簿運動
○省エネ診断事業
○アイドリングストップ運動
○緑のカーテンの普及
○湯たんぽの利用促進
○雨水利用
○地中熱利用
○エコクッキング

＜省エネ術の開発と普及＞

○イベントなどの開催・
出展

○オリジナルグッズや教
材の作成

○地域清掃
○自然エネルギーなどの

環境学習
○魚類相調査

＜その他＞
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※番号は設立順

ＴＥＡＭ連携で取り組む
低炭素社会づくり

各ＴＥＡＭの交流・協働の場として、「広島県地球温暖化対策地域協議会連絡会」＝通称
「ＴＥＡＭＭＡＴＥ（チームメイト）ひろしま」を設立し、連携事業などに取り組んでいます。

脱温暖化福山中央地域協議会26
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５つの

チーム活動

展開中 !!
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脱温暖化福⼭中央地域協議会
（脱温ふくやま中央）

　平成 27 年 2 月 7 日に設立。

　福山市公衆衛生推進協議会中央ブロックが中心と

なり、福山市食生活改善推進連絡協議会・福山環境

大学卒業生・地球温暖化防止活動推進員が連携しな

がら 5 つのチームに分かれてさまざまな活動を展開

しています。

 ＜5 つのチーム＞

　Ａチーム：マイバッグ・マイ箸推進プロジェクト

　　　　　　自然エネルギー活用プロジェクト

　Ｂチーム：アイドリングストップ運動プロジェクト

　　　　　　緑のカーテン運動プロジェクト

　Ｃチーム：地産地消推進プロジェクト・３Ｒ推進プロジェクト

　Ｄチーム：廃食油の活用プロジェクト・ごみ減量作戦プロジェクト

　Ｅチーム：環境学習の出前講座プロジェクト・環境家計簿記帳運動プロジェクト

　　■会員数　個人：２３５人，団体数：２団体

平成 27 年度 ●マイバッグ・マイ箸推進運動

                   ●自然エネルギー活用事業

　                ●アイドリングストップ運動

　                ●緑のカーテン運動

　                ●地産地消の推進

　                ●廃食油の活用

　                ●環境学習出前講座

　設立して 1 年が経過。思うように事業が進まない現実にとまどいな

がらも、さまざまな事業に挑戦してきました。横の連携をとりながら、

学区を越えた活動が展開できたことや、「脱温暖化の町づくりをめざす」

という共通目標に向かって、一丸となって活動できたことは大きな成

果です。今後も、この熱い思いをみんなで持続・発展させながら、脱

温暖化活動を盛り上げていきます。
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脱温暖化福⼭中央地域協議会
（脱温ふくやま中央）

●マイ箸づくり

　マイバッグおよびマイ箸の持参を習慣づけ、

また、ごみの減量化を図るため、会員自ら箸作

りに挑戦。

　思ったより簡単

かつ実用的な箸が

完成し、日常生活

で活用している。

●自然エネルギー活用事業

　イベント会場で太陽熱を利用した調理の

実演を行い、自然エネルギーの可能性につ

いて PR している。

●アイドリング

　　ストップ運動

　奇数月に 2 週間程度、

交差点やスーパーの出

入り口等にのぼり旗を

立てたり、チラシを配

布し PR 活動を展開。

●地産地消の推進

　食生活改善推進連絡協議会（食推）の指導員

が主体となり、福山市の郷土料理『うずみ料理』

をテーマに地産

地消を考える料

理教室を開催。

　また、イベン

ト会場で『うず

み料理』を紹介

（試食提供）し、

地産地消の普及

に努めている。

●環境学習出前講座

　市内の小学校や公民館、市民センター等へ出

向き、脱温暖化出前講座を開催。子供たちを通

して親への意識も変

容することをねらい

に、省エネ実験をた

くさん盛り込み、家

庭で出来る具体的な

取り組みを楽しく分

かりやすく解説。

●廃食油の活用

　資源の有効利用やごみ減量、河川浄化を

考えてもらうため、町民を対象に、使用済

みてんぷら油

（飲食店などか

ら提供しても

ら う）を 使 っ

た石けん作り

講座を開催。

　私たちは、今、文明の恩恵を謳

歌していますが、その結果として

地球環境を壊していることを再認

識し、未来の子どもや孫たちに、

このツケを回さないよう出来るこ

とから行動していきましょう !

事務局連絡先
【住所】〒720-0824
　福山市多治米町 1-19-1
　　小林　哲仁

【ＴＥＬ】084-953-2973
【ＦＡＸ】084-953-2983
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　脱温暖化センターひろしま(広島県地球温暖化防止活動推進センター）は、平成11年

（1999年）４月８日に施行された「地球温暖化対策の推進に関する法律（以下、『温対

法』）」に基づき平成12年（2000年）４月１日、広島県知事から指定を受け、一般財団法

人広島県環境保健協会内に設置されました。

啓発・広報活動
地球温暖化の現状および地球温暖化対策の重要性について、広く伝えていく。

地球温暖化対策地域協議会 (ＴＥＡＭ) の支援
ＴＥＡＭおよび脱温暖化推進団体（グループ）などの活動支援。

地球温暖化防止活動推進員の養成
地球温暖化防止活動推進員の養成研修やフォローアップ研修の実施、連携づくり。

情報発信

調査・研究活動
家庭におけるエネルギー使用量等の調査活動や結果の公開、省エネ行動の普及策やメニューの研究など。

地球温暖化対策

地域協議会
地球温暖化防止活動

推進員

脱温暖化センターひろしま

普及啓発・情報提供

支援 養成・育成

協働 連携

住　民

　地球温暖化防止活動推進員は、『温対法』に基づき、市民な

どによる地球温暖化防止活動を支援し、助言を行う人たちのこ

とです。

　平成26年（2014年）12月末現在、広島県内で349人の推

進員が広島県知事の委嘱を受けて、各地で活躍しています。

地球温暖化防止活動推進員とは…

★地球温暖化防止活動推進員の役割と活動★

　＊ 自ら地球温暖化防止活動を実践すること
　＊ 地域住民への普及啓発活動を実施すること
　＊ 地域住民からの相談に対応すること
　＊ 地球温暖化対策地域協議会の活動に積極的に参画すること
　＊ 県や市町が行う施策に協力すること
　＊ 研修会などへ参加し、資質の向上に努めること
　＊ 地球温暖化防止活動推進センターの活動に協力、情報提供すること

脱温暖化センターひろしまの取り組み

地域のパートナーシップ
による対策の推進

住民への普及啓発や
直接的な働きかけ

情報紙「環境と健康」
やホームページを通じ
ての情報発信

学習教材等の作成、

教育・啓発グッズの

貸し出し

チ ー ム

　　当センターは、

コミュニティを基盤にし

た“脱温暖化のまちづくり”を

テーマに、その活動の核を担う

「地球温暖化対策地域協議会」や

「地球温暖化防止活動推進員」

と連携・協働しながら、脱温暖

化の推進体制を築くことを

めざしています。

脱温暖化センターひろしま
【広島県地球温暖化防止活動推進センター】



主な貸し出しグッズ
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・はんてん

・たすき

・のぼり

ごみの分別ゲームカード

紙芝居

ワットアワーメータ

各種パネル

サニークッカー

エネトレ
（自転車発電機）

おひさま発電所mini
（太陽光発電パネル）浮き浮き実験器

　脱温暖化センターひろしまでは、脱温暖化のまちづくり活動の支援の一環として、さまざま

な啓発グッズの貸し出しを行っています。地域での啓発活動・学習会等にぜひお役立てくださ

い。ただし、数に限りがありますので、貸出期間や数などはあらかじめご相談ください。申し

込み・問い合わせは下記へ。

　みなさまのご利用をお待ちしています。

このほか、ＤＶＤ・書籍等の貸し出しも行っています。

脱温暖化センターひろしま【(一財)広島県環境保健協会】

■〒730-8631 　広島市中区広瀬北町9-1

■TEL : 082-293-1512　　■FAX : 082-293-1524

問い合わせ・
お申し込みは…



地球温暖化対策地域協議会について

１．地球温暖化対策地域協議会の目的
　民生部門からの温室効果ガス排出量の削減が喫緊の課題となっている中、日常生活において住民自らが効
果的な取組を進めていくためには、地方公共団体が中心となり、住民や中小事業者の地球温暖化問題に対す
る意識や知識の高揚を図るとともに、効果的な対策についての情報提供等を行い、更にその取組の支援をし
ていく体制の整備が必要です。
　このため、地方公共団体、都道府県センター、事業者、住民等が連携して対策を協議し、協力して地球温
暖化対策に取り組む組織として、地球温暖化対策地域協議会（以下「地域協議会」という。）を組織できる
こととしました。この地域協議会においては、各地域の事情に応じた効果的な取組や参加メンバーの役割等
について協議し、地域密着型の対策を講ずることにより、日常生活における温室効果ガスの削減を図ること
を目的としています。

２．地域協議会の設立について
   （根拠条文）
    ○地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10 年法律第 117 号）
    （地球温暖化対策地域協議会）
   　 第 26 条
    　　地方公共団体、都道府県センター、地球温暖化防止活動推進員、事業者、住民その他の地球温暖化対
　　策の推進を図るための活動を行う者は、日常生活に関する温室効果ガスの排出の抑制等に関し必要とな
　　るべき措置について協議するため、地球温暖化対策地域協議会（以下「地域協議会」という。）を組織
　　することができる。
    　２　前項の協議を行うための会議において協議が調った事項については、地域協議会の構成員は、その
　　　　協議の結果を尊重しなければならない。
    　３　前二項に定めるもののほか、地域協議会の運営に関し必要な事項は、地域協議会が定める。

　(1) 構成員
　　「地方公共団体、都道府県センター、地球温暖化防止活動推進員、事業者、住民その他の地球温暖化　
　　対策の推進を図るための活動を行う者」（第１項）
　　地域協議会は、日常生活における地球温暖化対策に関わる者によって構成するものとします。例として
　は、行政主体としての地方公共団体、地域で普及啓発活動等を行う者としての都道府県センター及び地球
　温暖化防止活動推進員、対策の実施主体としての事業者及び住民を中心とし、その他に、地域の事情に応
　じて、地球温暖化対策活動を行うＮＰＯ等の参加が考えられます。
　　なお、構成員の内訳や人数についての要件は法律上明記していませんが、制度の趣旨に鑑みれば、一業
　種（例：事業者のみ）や少人数での設立は地域協議会としては適当ではなく、また、日常生活での対策が
　中心であることから、住民（団体を含む。）が参加していることが望まれます。
　　地域の実情に応じて、下記の例示のような構成員で組織することが想定されます（例：[1]＋[2]＋[5]、　
　[3]＋[4]＋[5]、[5]＋[6]　等）。

   　 （想定される構成員の例）
     　   [1] 地方公共団体…例：市町村、都道府県
　　　　　※地方公共団体については、地域密着型のきめ細かな対策を講じるためには市町村レベルでの組織　
　　　　　　が理想的ですが、地域の事情に応じて都道府県レベルで組織することも考えられます。
      　  [2] 都道府県地球温暖化防止活動推進センター
        　　　※地球温暖化対策推進法第 11 条
      　  [3] 地球温暖化防止活動推進員
        　　　※地球温暖化対策推進法第 10 条
      　  [4] 事業者…例：対策機器メーカー、地元スーパー、商店街、商工会議所等
       　 [5] 住民…例：住民、自治会、ＰＴＡ、消費者団体等
      　  [6] その他…例：ＮＰＯ等

≪参考資料≫
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（出所）環境省WEB サイト「地球温暖化対策地域協議会について」

　また、地域協議会は法人格を取得する必要はありません。ただし、補助制度を活用する場合には、当該
補助制度の要件によっては、地域協議会の構成員に法人格を有する者が必要となる場合があります。

　(2) 活動内容
　　「日常生活に関する温室効果ガスの排出の抑制等に関し必要となるべき措置について協議するため」
　　（第１項）
　　地域協議会は、日常生活に関する温室効果ガスの削減を目的として設立される必要があります。ただし、
　この趣旨は、活動の場を一般家庭に限定するということではなく、例えば、省エネ機器の製造・普及など、
　事業者等の対策や住民への普及啓発など行政の対策も含めて、日常生活全般に係る分野が幅広く対象と
　なります。
　　地域協議会における活動内容は、各地域協議会において決定することとなりますが、例としては、以
　下のものが考えられます。

　　○住民の取組を推進するため必要な支援策の検討
　　○一般家庭、商店街等における温室効果ガスの削減効果のある機器等の普及
　　○一般家庭、商店街等に導入しやすい対策の情報交換
　　○温暖化対策診断やエコドライブ診断の実施
　　○リサイクル運動等地域ぐるみの取組の企画・推進
　　○都道府県センター、地球温暖化防止活動推進員に求められる日常生活に関する活動の検討
　　○共同ポスターの作成
　　○住民への普及啓発のためのシンポジウム、セミナーの開催

　(3) 尊重規定
　　「前項の協議を行うための会議において協議が調った事項については、地域協議会の構成員は、その　
　　協議の結果を尊重しなければならない。」（第２項）
　　地域協議会の構成員は、地域協議会の会議において決定された事項について尊重する義務があります。
　例えば、事業者、住民等、各主体が地域協議会の決定に基づき自主的取組を行うことや、構成員である
　地方公共団体が協議会の決定事項を施策に反映することが考えられます。

　(4) その他　
　　「地域協議会の運営に関し必要な事項」（第３項）
　　地域協議会の運営に関し必要な事項としては、次の事項が想定されます。地域協議会の円滑な運営の
　ためには、目的、活動内容等を定めた規約を策定することが望まれます。
　　・会の名称
　　・目的
　　・活動内容
　　・組織…役員、役員の選出方法、役員の職務、任期
　　・議決方法
　　・経費
　　・事務局　　等

３．地球温暖化対策地域協議会登録簿
　地域協議会の活動を支援するため、環境省に地域協議会の登録簿を設置し、全国の地域協議会の設立状
況や活動内容等の情報をインターネットを通じて一般に公表することにより、地域協議会同士の情報交換
や住民等への情報提供を推進しています。なお、登録簿への登録は、地域協議会設立要件ではありません。
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私が一歩
みんなと一歩

地域で

環境にやさしい

行動をおこす

人・組織のあつまり
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